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要 旨：本研究では，知的障害特別支援学校小学部 204 校，中学部 203 校，高等部 243
校を対象として，体育及び保健体育の授業とそれ以外の体育的活動，球技指導についての

実態調査を行った．回答が得られた学校はそれぞれ小学部 123 校(回収率 60.2%)，中学部

125 校(回収率 61.5%)，高等部 134 校(回収率 55.1%)であった． 
特別支援学校の体育指導は，各教科における体育(保健体育)はもとより，それ以外の体育

的活動等，教育活動全体を通して行われているが，それぞれの取り組みに関連性がみられ

なかった．球技指導に関しては，生涯スポーツにつなげていくことを視野に入れ指導内容

を検討していくとともに，低年齢段階からの一貫して継続的な取り組みや，投動作の指導

方法に関する実践的研究を行っていく必要がある． 
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● 

Ⅰ．はじめに 

 
特別支援学校の教育活動において，日常的に

体を動かす機会や，仲間と触れ合う機会を持つ

ことは，心身ともに健康な生活を営むために重

要である．また，こうした活動は特別支援学校

在籍中のみならず，家庭生活や卒業後の生活に

つなげていくことが望ましい． 
知的障害特別支援学校で体育及び保健体育

(以下，体育)を展開する際，児童・生徒の中に

身体の動きのぎこちなさがみられる子ども，ボ

ディーイメージが形成されていない子ども，低

緊張及び過緊張な子ども等が多くみられる．そ

のため，体育の授業では「体づくり」や「動き

づくり」を中心とした指導が展開されている．

こうした運動をより多く経験させ，様々な動き

を身につけさせていくことは，その上の年齢段

階において，簡単なスポーツや色々なスポーツ

種目につなげていくためにも重要である． 
筆者はこれまで特別支援学校の体育の教育

課程や個別の指導計画に関する実態調査を行

ってきた．この研究を通して得られた知見とし

ては，以下の 2 点があげられる． 

一つは，特別支援学校の体育の授業では，児

童・生徒の「体づくり」や「動きづくり」とい

った個々の身体面の発達を促すための指導(個
人的運動種目)が重視され，学部を問わず十分な

時間をかけ取り組まれている点である．二つ目

は，集団的運動種目である球技指導の困難さが

みられ，その目標やねらいが達成されない点で

ある 5)． 
特別支援学校では，体育の授業以外に「朝の

運動」や「体づくり」，「体力づくり」，「マラソ

ン」といった活動(以下，体育的活動)，さらに

は特別活動，自立活動等においても体育指導が

行われている．そこで，より効率よく指導をす

すめていく方策として，先に述べた個人的運動

種目と集団的運動種目がこれらの授業全体を

通して関連付けられていくことが望ましい．そ

のためには，それぞれの学習内容ではどのよう

な運動が行われているのかを明らかにしてい

く必要がある．また，指導に困難さがあるとさ

れてきた球技に関しては現段階ではどのよう

な指導が行われているのかより踏み込んだ調

査が必要である． 
そこで本研究では，知的障害特別支援学校小

学部，中学部，高等部を対象に，体育の授業及



 - 98 - 

びそれ以外の体育的活動，球技指導に関する実

態調査を行い，これらをもとに特別支援学校の

体育指導の現状と課題を明らかにすることを

目的とした． 
 

● 

Ⅱ．方法 

 
１．調査対象 

東日本地域の知的障害特別支援学校の小学

部 204 校，中学部 203 校，高等部 243 校を対

象とした． 
 
２．調査手続き 

 2011 年 2 月，知的障害特別支援学校の小学

部 204 校，中学部 203 校，高等部 243 校に調

査票を郵送し回答を求めた．調査票の記入は体

育担当教諭に依頼した．返送のあった小学部

123 校(回収率 60.2%)，中学部 125 校(回収率

61.5%)，高等部 134 校(回収率 55.1%)を本研究

の分析対象校とした． 
 
３．調査内容 

アンケート調査は「体育の授業及びそれ以外

の体育的活動に関して」と「球技指導に関して」

の２つの観点から行った．体育の授業及びそれ

以外の体育的活動に関しての調査内容は，①年

間の指導内容，②個人的運動種目と集団的運動

種目の割合，③個人的運動種目と集団的運動種

目の基本的な考え方，④「朝の運動」等の体育

的活動の実施の有無とその内容，⑤教育課程上

の届け出上の分類，⑥準備運動や朝の体操など

の学校独自の取り組みの有無とその内容，⑦部

活動の実施の有無とその内容である．球技指導

に関しての調査内容は，①年間の指導内容，②

球技指導の工夫点，③投動作を指導する際の困

難さの有無，④投動作の指導の有無とその内容

である． 
 
● 

Ⅲ．結果 

 

１．体育の授業及びそれ以外の体育的活動に 

関して 

(１)年間の指導内容 
「この一年間に指導した，または指導しよう

と計画している題材や単元は」の設問に対する

回答(複数回答)は Fig.1 の通りである．各学部

を通して特に高い結果が得られたのは，「①体

づくり運動における，体ほぐしの運動」，「⑤水

泳」であった．また，学部年齢段階があがるに

つれて多くなる指導内容は，「②体づくり運動

における，体力を高める運動」，「④陸上運動」，

「⑥球技」，「⑬学校や地域のスポーツ大会で行

われている種目」であった．逆に，学部年齢段

階があがるにつれて少なくなる指導内容は，

「③器械運動」，「⑧ダンス」があげられた．「⑨

体育に関する知識」及び「⑩保健」は中学部の

回答が少なく，それぞれ「⑨体育に関する知識」

が 9 件(7.3％)，「⑩保健」が 44 件(35.7％)であ

った．「⑫パラリンピックやスペシャルオリン

ピックスで行われている種目」は中学部で 9 件

(7.3％)，高等部で 18 件(13.4％)と，小学部の

56 件(45.5％)よりも少なかった．  
(２)個人的運動種目と集団的運動種目の割合 
体育の授業の中での，個人的運動種目(マラソ

ン，体つくり運動等)と，集団的運動種目(球技

やゲーム等)の時間配分の割合についての回答

を，それぞれの学部ともに一回の授業と年間の

授業とに分けて示した(Table 1)．学部年齢段階

があがるにつれて，一回の授業，年間の授業と

もに集団的運動種目の割合が増えていた． 
(３)個人的運動種目と集団的運動種目の 

基本的な考え方 
「個人的運動種目と集団的運動種目を取り

扱うにあたっての，基本的な考え方や留意点」

の設問に対する回答(複数回答)は Fig.2 の通り

である．設問①，設問⑤の回答にもあるように，

個人的運動種目と集団的運動種目を取り扱う

際，体育や自立活動，朝の運動等の体育的活動

といった指導場面ごとに分けて考えている学

校は少なかった．また，個人的運動種目では，

どの学部年齢段階でも，「順番やきまりを守っ

て運動すること」，「個々の体力や運動能力に応

じて個別指導すること」を重視していた． 
設問⑥「個人的運動種目に取り組む前に，その

種目に関連する体の動き(例えば，水泳であれば，

腕の動かし方等)を必ず指導している」や，設問

⑦「集団的運動種目に取り組む前に，その種目

で関連する体の動き(例えば，バドミントンであ

れば，素振り等)を必ず指導している」への回答

は学部年齢段階が上がるにつれて増え，体の動

かし方等の技術指導は低年齢段階ではあまり 

小学部
中学部
高等部 4.5　： 5.4

（個人）：（集団）
6.3　：　3.8
5.3 ： 4.6
4.1 ： 5.8

年間の授業あたり

（個人）：（集団）
6.4　：　3.5
5.3　： 4.6

一回の授業あたり

Table １ 人的運動種目と集団的運動種目の割合 
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①個人的運動種目は体育の授業以外の時間、集団的運動種目は体育の授業にて行う。 ②個人的運動種目と集 
団的運動種目はねらいを明確に分けている。 ③個人的運動種目においても、仲間と協力したりする活動を重 
視している。 ④個人的運動種目でも、順番やきまりを守って運動する態度を育てることを重視している。  
⑤朝の運動や自立活動等の時間に身に付けた運動技能を、集団的運動種目で発揮できるような時間割を組んで 
いる。 ⑥個人的運動種目に取り組む前に、その種目に関連する体の動きを必ず指導している。 ⑦集団的運 
動種目に取り組む前に、その種目で関連する体の動きを必ず指導している。 ⑧個人的運動種目は、個々の体 
力や運動能力に応じて個別指導を行っている。 ⑨集団的運動種目は、個々の体力や運動能力に応じて個別指 
導を行っている。 ⑩個人的運動種目は、学校以外の活動につながるよう設定している。 ⑪集団的運動種目 
は、学校以外の活動につながるよう設定している。 ⑫個人的運動種目は、卒業後のスポーツ活動等を意識し 
て設定し取り組んでいる。 ⑬集団的運動種目は、卒業後のスポーツ活動等を意識して設定し取り組んでいる。 
⑭マラソン等の個人的運動種目では、マラソン大会やスポーツテスト等を設定し、生徒に記録向上への意欲を 
高めさせている。 ⑮その他  

 
Fig.２ 個人的・集団的運動種目設定にあたっての基本的考え方（複数回答）   
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Fig.１ 年間の指導内容（複数回答）  
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行われていなかった．設問⑩，⑪，⑫，⑬の回

答にもあるように，高等部段階では，個人的運

動種目及び集団的運動種目ともに，卒業後のス

ポーツ活動や学校以外の活動への意識が高く

なっていたが，約 4 割程度の回答だった．さら

に，小学部及び中学部では，同様の設問に対す

る回答は約 2 割未満と少なかった．  
 
 (４)「朝の運動」等の体育的活動の実施の 

有無とその内容 
「体育の授業以外に，朝の運動または体・体

力つくり等の時間は設定されていますか」の設

問について，小学部 89 校(72.3%)，中学部 98
校(78.4%)，高等部 106 校(79.1%)が「設定して

いる」と回答し，各学部年齢段階において 7 割

以上の学校が「朝の運動」や「マラソン」，「体

づくり」といった活動(以下，体育的活動)を設

定していた．この体育的活動の 1 回あたりの運

動時間の平均を算出したところ，小学部が 19.4
分，中学部が 21.6 分，高等部が 25.6 分であっ

た．また，週当たりの実施回数の平均を算出し

たところ，小学部が 3.1 回，中学部が 3.6 回，

高等部が 3.4 回であった．さらに，体育的活動

における運動種目内容は，多くの学校が時間走，

周回走などの持久走を行っていた(Fig.3)．   
(５)体育的活動の教育課程の届け出上の分類 
体育的活動の教育課程の届け出上の分類は

Fig.4 の通りである．  
(６)準備運動や朝の体操などの学校独自の 

取り組みの有無とその内容 
「準備運動や朝の体操などにおいて，学校独

自，または学部独自のものがあり，取り組んで

いますか」の設問について，小学部62校(50.4%)，
中学部 50校(40.0%)，高等部 41校(30.5%)が「独

自の体操や運動があり取り組んでいる」と回答

した．また，それらの運動内容を Fig.5 に示す．

さらに，それらの運動は，家庭で実施できるよ

うな配慮をしているかについて質問したとこ

ろ，各学部年齢段階ともに「学校のみで取り組

んでいる」と回答し，運動の方法を映像や写真，

絵等で家庭に配布している学校はほとんど見

られなかった(Fig.6)．  
(７)部活動の実施の有無とその内容 
中学部及び高等部に対して，部活動の実施状

況について調査を行った．中学部では 23 校

(18.4%)，高等部では 84 校(62.6%)が部活動を

実施していた．部活動の一回当たりの指導時間

は，中学部が平均 60 分，高等部が 71 分，週当

たりの活動頻度は，中学部が平均 1.7 回，高等

部が 2.3 回であった．また，参加人数は，中学

部が平均 17.4 人，高等部が 36.7 人，指導者の

人数は，中学部が平均 6.4 人，高等部が 10.5
人であった． 
指導内容は，中学部，高等部ともに，サッカ

ー，バスケットボール，ソフトボール，キック

ベースボールといった集団的運動種目が多く，

個人的運動種目では陸上競技があげられた． 
 

２．球技指導について 

(１)年間の指導内容 

「球技(様々なボールを使った遊びやゲーム

を含む)の指導について，どんな球技種目に取組

んでいますか(取り組む予定ですか)」の設問に

対する回答(複数回答)は Fig.7 の通りである．

学部年齢段階があがるにつれて，球技種目への

取り組みにも広がりがみられた．その他の項目

では，ボールを使った遊びや学部独自のルール

によるボールゲーム等が行われており，こうし

た活動は特に小学部段階で多くみられた．パラ

リンピックやスペシャルオリンピックスで行

われている種目への取り組みは，各学部年齢段

階ともにほとんど行われていなかった．また，

学校や地域のスポーツ大会で行われている種

目への取り組みも，小学部ではほとんど行われ

ておらず，中学部，高等部でも 30 校以下であ

った．  
(２)球技指導の工夫点 
「球技やボールゲーム等の指導を行う際，工

夫している点は何か」の設問に対する回答(3 つ

選択)は Fig.8 の通りである．学部年齢段階があ

がるにつれて，ルールやコート，チーム編成等

を変えながら，児童・生徒一人ひとりが球技に

参加できるような配慮が行われているようで

あった． 
(３)投動作を指導する際の困難さの有無 
「投動作を身につけさせる指導に難しさを

感じますか」の設問について，小学部 116 校

(94.3%)，中学部 115 校(92.0%)，高等部 114 校

(85.0%)が，「感じている」と回答した(Fig.9)．  
(４)投動作の指導の有無とその内容 
「投動作を身につけさせるために，身体の使

い方等の具体的な指導を行っていますか」の設

問について，小学部 66 校校(53.6%)，中学部 73
校(58.4%)，高等部 90 校(67.1%)が，「指導を行

っている」と回答した(Fig.10)． 
また，それらの指導のポイントについての回

答(3 つ選択)は，Fig.11 の通りである．  
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(５)投動作を身につけさせるための指導 
(ボールを投げる以外) 

「投動作を身につけさせる指導を行う際，実

際にボールを投げること以外に取り入れてい

る指導方法等がありますか」の設問に対する回

答(自由記述)を，以下学部ごとに示す． 
 

①小学部 
○ペットボトルの上下を切りとったものをロ

ープに通し，ロープの始点から終点まで投げ，

上投げの前段階として取り組んでいる． 
(他，同 4 件) 

○お手玉，輪投げ，小さなビニールボール等，

子どもが扱いやすく投げやすいものを遊び 
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①時間走、周回走などの持久走 ②短距離走 ③色々な種類の走りを組み合わせた運動 ④いくつかの運動課題
によるサーキット運動 ⑤いくつかの運動課題を模倣する動きづくり ⑥ストレッチング等の柔軟性を高める
運動 ⑦筋力トレーニング ⑧音楽に合わせて体を動かすリズム運動 ⑨固定遊具や自転車、なわとびなどを使
った運動 ⑩その他  

 
Fig.３ 体育的活動の指導内容（複数回答）      

   日常生活の指導   体育   生活単元学習  遊びの指導  自立活動    休憩時間    その他 
  

     Fig.４ 体育的活動の教育課程届出上の分類 
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の中でできるようにする．(他，同 4 件) 
○擬音語を用い，投げるタイミングや動作を子

どもに伝える．また投げる動作のお手本を子

どもに見せる． 
○高い位置にあるボールを叩く． 
○基本的な身体の使い方を分析し言葉で教える． 

 

○足型を置いて，足の位置や，踏み出す方の足

を確認する． 
○両腕をぐるぐる回す． 
○足をあげて，おろす，利き腕と反対の足をお

ろす動きを徹底する． 
○ひもをつるし，バトンを下から上に投げる． 

 

①          ②          ③
家庭でも取り組めるよう    家庭には配布せず、      その他 

    配慮している          学校のみ 
  

Fig.６ 準備運動及び体操における家庭での実施配慮     
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①音楽等に合わせたエアロビクス運動 ②音楽等に合わせ、身体各部を一つずつ動かしていく運動  
③写真や音楽を利用した体ほぐしの運動やストレッチング ④写真や音楽を利用した力試しの運動や 
筋力トレーニング  ⑤写真や音楽を利用した体のバランスをとる運動 ⑥写真や音楽を利用し、用具
を操作する運動 ⑦ ①～⑥までを総合的に取り入れた運動 ⑧その他   

  
 Fig.５ 準備運動及び体操における指導内容（複数回答） 
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①バスケットボール  ②ハンドボール  ③サッカー ④ソフトボール ⑤ラグビー ⑥バレーボール  
⑦テニス ⑧卓球 ⑨バドミントン ⑩ソフトボール ⑪野球 ⑫フット（キック）ベースボール  
⑬パラリンピックやスペシャルオリンピックス等の種目 ⑭学校や地域のスポーツ大会等で独自に行われ 
ている種目 ⑮その他 

  

Fig.７ 球技の指導内容（複数回答）  
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①ボールの大きさや種類を考慮 ②既成種目のルールを容易なものに変更 ③個に合わせた「個人ルール」設定 
④コートやグランドの大きさ、時間を変更 ⑤ゴールやネットの形状を変える ⑥得点の仕方を変える ⑦教員が入
る等のチーム構成 ⑧生徒の運動能力を考慮したチーム編成 ⑨得点係や審判の役割を児童・生徒にもたせる 
⑩その他 
  

Fig.８ 球技指導の工夫点（3 択）  
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Fig.９ 投動作指導の困難さの有無 
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Fig.１０ 投動作の指導の有無 
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①指導を行っている ②指導を行っていない

Fig.１１ 投動作の指導のポイント（3 択） 

 

46

58

42

9
12

8

35

59

41

21 20

8

41

76

65

35 35

6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

①
視
線

②
腕
の
使
い
方

③
足
の
使
い
方

④
体
重
移
動

⑤
体
幹
の
ひ
ね
り

⑥
そ
の
他

小学部 中学部 高等部



特別支援学校における体育指導に関する調査研究 

 - 105 - 

○バトンにリボンをつけ，曲に合わせて上下左 
右に振る・回す等も組み合わせ，体操として 
行う． 

○紙鉄砲を作り，それを鳴らす遊びで，投げる

フォーム作りをする． 
○円型マットを敷き，そのマットから出ないよ

うにボールを受け渡し，「ボールを手放す」

感覚が身につくようにしている． 
○タオル体操で腕を大きく動かす運動をする． 
 
②中学部 
○バトン等の筒状の物をロープに通し，ロープ

の始点から終点までバトンを投げる． 
(他，同 2 件) 

○足型を使い，足を踏み出す方向や位置を確認

する． 
○片方を結んだタオルを投げる． 
○めんこ遊びを行う． 
○体の向きや腕の動きを言葉で教える． 
○教師が手本を見せたり，実際に生徒の腕を教

師が支えたりしながら投げるフォームを繰

り返し練習させる． 
○玉入れのカゴに，玉入れ用の玉を投げ入れる

動作を，サーキット・トレーニングの中に入

れ，徐々に立ち位置を玉入れのカゴから遠く

に設定する． 
○コーディネーション運動や，めんこ遊び，紙

鉄砲，ブーメラン，新聞ボール等の遊びを通

して，投げるフォーム作りを行う． 
〇タオルを使ってのシャドーピッチングなど．

体つくり運動の中で足の使い方，体重移動な

どを感じ，動かせるような動きづくりを行う． 
○ボールを相手に渡す動作やかごに入れる動

作を練習する．だんだんと距離を離していく

ことによってボールを遠くへ放つようにし

ていく． 
○「ジャベリックスロー」を取り入れ，生徒に

投げるフォームへの興味を持たせる． 
○紅白玉入れを行う． 
○天井から吊るしたボールをつかんで投げる，

もしくは手で打つ． 
○タオルを使ってのフォーム作り，ゴムチュー

ブでのトレーニングを行う． 
○ボールを握りしめて放せない時は，小さなボ

ールを準備し指先で持てるように渡し，肘と

手首を支え，腕の振りを手伝い，指から放れ

る感触をつかめるようにする． 
○目標物まで投げたくなるような教具を作成

し，ボールを投げることへの意欲を持たせる． 

○筒状に丸めた新聞紙を目標物(籠)に向かって

投げる．また遠くに投げる． 
○タオルを前後左右に振り，腕の可動域を広げる． 
○フリスビーを投げる等して，手元から離すタ

イミングを感じ取れるようにしている． 
○正確な腕と足の動作について，鏡を見ながら

教えていく． 
○ロープに筒を通して，それを何回も投げ，フ

ォーム作りをする． 
○お手玉や輪投げを使って投げる動きを練習

する． 
○投球のフォーム(鶴のポーズ)をとらせる． 
○腕回しや，教師が持っているボールにタッチ

することで，投げる動き作りをしている． 
 

③高等部 
○タオルの端を持って振らせ，投げる動き作り

を行う．(他，同 6 件) 
○「ジャベリックスロー」等で，投動作の経験

を拡大させる．(他，同 2 件) 
○バドミントンのラケットを遠くに放り投げ

ることで投げる動き作りを行う． 
○紙鉄砲を鳴らし，強く投げることへの意識づ

けを行う． 
○ダーツを投げる． 
○腕の可動域が広がるよう，ストレッチを行う． 
○めんこ遊びで投げる動きづくりを行う．  
〇空手の「つき」できき手と逆の手をひく動作

を教える． 
○タオルやスカーフを振り，投げる動きづくり

を行う． 
○バドミントンのラケットで素振りをするこ

とで，投げる動き作りを行う． 
○生徒の手や足に教師が手を添えて，フォーム

の確認をする． 
○タオルを振って障害物をたたき落とす． 
○何も持たずにフォーム作りを行う． 
○タオルの端を縛り，それを使ってキャッチボ

ールをする． 
○体幹を強めるトレーニングを継続的に実施

する． 
○乾いたタオルを振り下ろすことで投げるフ

ォームを作る 
○足型をつくり，そこを目安に足を踏み出すこ

とで体のひねりと体重移動を体感させ，投げ

るフォームを作る． 
○ブーメランで遊ぶことで，投げることへの興

味を高める． 
○棒とつながったボールの教材を作り，棒の方
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を持って投げることで，肘を高くしてボール

を投げることを指導している． 
○フリスビーを投げ，体幹のひねりの感覚を身

につけさせる． 
 
● 

Ⅳ．考察 

 
本研究では，知的障害特別支援学校を対象に，

体育及び体育的活動，球技指導に関する調査を

行い，その実態を明らかにしてきた． 
体育の指導内容では，先行研究同様，各学部

ともに体つくり運動等の基本的な運動，個人的

運動種目が重視され取り組まれていた．また，

「朝の運動」等の体育的活動でも持久走をはじ

めとする個人的運動種目が行われており，これ

らをあわせるとかなりの時間が個人的運動種

目の指導に費やされている．それぞれの活動の

個人的運動種目と集団的運動種目の取り扱い

について，特別支援学校習指導要領解説によれ

ば，「体育・健康に関する指導は教科としての

保健体育において，基礎的な身体能力の育成を

図るともに，特別活動や部活動，教育課程外の

活動等を相互に関連させながら，学校教育活動

全体として効果的に取り組む」2)としている．

ところが今回の調査では，例えば，「個人的運

動種目は体育の授業以外の時間(朝の運動，自立

活動等)で主に行い，集団的運動種目は体育の授

業にて行う」，「個人的運動種目と集団的運動種

目はそれぞれねらいを明確に分けている(個人

的運動種目は健康の保持増進，体力の向上，集

団的運動種目は仲間づくり，生きがいづくり)」
等，それぞれのねらいと活動内容を分けて考え

ることや，「朝の運動や自立活動等の時間に身

に付けた運動技能を，集団的運動種目で発揮で

きるような時間割を組んでいる」等，互いの活

動を関連付けたりして指導計画を立案してい

る学校は少なかった．よって，今後はより効果

的な指導をすすめていく意味でも，互いの内容

に関連性をもたせながら指導計画や単元計画

を組んでいくことが課題であると思われた． 
本調査では，「体育に関する知識(運動やスポ

ーツをすることの意義や必要性，運動やスポー

ツの種類ややり方とその効果などの知識)」や

「保健(健康な生活をおくるための知識，怪我や

疾病，体の発育・発達など)」の回答数が少なく，

特に中学部では，「体育に関する知識」が 9 件

(7.3％)，「保健」が 44 件(35.7％)で，小学部よ

りも低い回答数であった．渡邉(2010)4)は，「生

涯を通して運動やスポーツに親しんでいくた

めには，自分の身体に関する認識を深め，自分

のめあてに合った運動プログラムを選択する，

適切なトレーニング方法を習得する，家庭でも

継続して取り組むといった流れを定着させて

くことが重要である」としており，その意味で

も体育の授業において児童生徒に対して体育

に関する知識を十分身につけさせていくこと

が重要である．また，太田(2010)3)は，「中学部

から高等部にかけての生徒の身体の発達や身

体の諸機能の働きなどの身体的成熟，心理的な

発達に合わせて，保健の指導を適切に行ってい

くことが大切である」とし，「近年，知的障害

の状態が軽度の生徒が増えてきている現状を

踏まえると，特に性に関する指導等が重要にな

ってくる」と指摘している．よって，体育理論

と同様に保健に関する指導も十分に行ってい

きたい．こうした体育理論や保健に関する指導

は，「児童・生徒の発達の段階を考慮して，学

校の教育活動全体を通じて適切に行うもの」2)

とされており，今後は他の教科や領域において，

これらの指導がどのように行われているのか

についても調査していく必要がある． 
次に球技指導の実際についてみていく．本研

究では球技の年間の指導内容はもとより，指導

の工夫点等，具体的な指導内容に踏み込んだ調

査を行った．球技の指導内容については，先行

研究と同様に学部年齢段階があがるにつれて，

種目内容に広がりがみられた．その一方，パラ

リンピックやスペシャルオリンピックスで行

われている種目への取り組みは，各学部年齢段

階ともにほとんど行われていなかった．さらに，

学校や地域のスポーツ大会で行われている種

目への取り組みも，小学部ではあまり行われて

おらず，中学部，高等部でも 30 校以下であっ

た．平成 21 年 3 月に改定された特別支援学校

学習指導要領では，高等部保健体育の球技の例

示で「ユニバーサルホッケー」が加わった．ま

た，将来の余暇活動に結び付く種目として「ボ

ッチャ」や「フライングディスク」が記載され

た 2)．その意味では，今後特に中学部，高等部

段階の球技指導を行っていく際，卒業後の余暇

利用や生涯スポーツへのつながりを意識し，こ

うした種目を積極的に取り入れていくべきで

あろう．「その他」の項目では，ボールを使っ

た遊びや学部独自のルールによるボールゲー

ム等が行われており，特に小学部段階で多くみ

られた．この点については，学習指導要領にお

いても，「器械・器具などを使った遊びや運動
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を行う場合は，ゲーム的な内容を十分取り入れ

て，体を動かすことの楽しさや体を動かす快い

体験を得られるようにすることが大切である」
2)としている． 
球技指導の工夫点についても，学部年齢段階

があがるにつれて，ルールやコート，チーム編

成等を変えながら，児童・生徒一人ひとりが球

技に参加できるような配慮が行われていた．特

別支援学校学習指導要領解説では，中学部の

「簡単なスポーツ」，高等部の「いろいろなス

ポーツ」の指導における，ルールの工夫の例示

として「バスケットボールのゴールの大きさや

高さを変える」2)といった表記が新たに加えら

れており，知的障害の状態の程度にかかわらず，

実態に応じた工夫をして取り組むことが求め

られている． 
投動作を指導する際の困難さの有無につい

て調査したところ，ほとんどの学校で，「(困難

さを)感じている」と回答していた．また，投動

作を身につけさせるための具体的な指導の実

施の有無については，小学部及び中学部では，

約半数，高等部においては約 7 割の学校で(投
動作の)具体的指導が行われていた．特に，結果

(１)及び(２)では，学部年齢段階があがるにつれ，

集団的運動種目を行う割合が高くなる点が明

らかとなったが，具体的な球技種目を行うよう

になることで，投動作の指導の必要性が改めて

明確になり，そのため高い年齢段階においても

これらの指導が取り組まれていることが予想

される．しかしながら本来であれば，小学部段

階こそ，「投げる・捕る」といった基本的運動

技能の獲得を目指した指導を重点的に行って

いく必要がある．渡邉(2007)5)は，小学部 200
校を対象に球技指導に関する調査研究を行っ

たが，投動作の指導の有無について，「全く行

っていない」，「あまりおこなっていない」とい

う回答が全体の約 4 分の 1 を占めていた．本調

査でも先行研究と同様に，低年齢段階における

投動作の指導の在り方に課題がみられた． 
橋本(2009)1)は，知的障害児に対して，遊び

を通し成熟した投動作と似た動きを無意識に

経験できるような援助を行い，短時間でその指

導効果をあげている．また，渡邉(2008)2)，

(2010)7)も，特別支援学校小学部児童に対して，

ボール投げに類似する活動を実施し，児童の投

動作のフォームの改善がみられた．特に小学部

段階では言語教示の理解が難しい場合がある

ことから，このような遊びの要素を取り入れた

動きづくりの指導を行っていくことが有効な

手段であると考えられる．本調査では，投動作

を身につけさせる指導を行う際，実際にボール

を投げること以外に取り入れている指導方法

について，自由記述による回答を求めたが，ペ

ットボトルやタオルを使い，投げる動作の指導

を試みている学校が多くみられた．今後はこう

した方法による指導効果についての実践的研

究をすすめていく必要がある． 
 
● 

Ⅴ．まとめ 

 
特別支援学校の体育指導は，体育(保健体育)

及びそれ以外の体育的活動，部活動，さらには

教育課程外の活動等，教育活動全体を通して行

われている．ところが，現段階ではそれぞれの

取り組みに関連性がなく，より効果的な体育指

導が行われるためにも，個人的運動種目と集団

的運動種目の時間配分を検討することや指導

内容等を相互に関連づけていくことが求めら

れる．また，体育の授業としては体育理論や保

健分野についての指導が十分に行われておら

ず，この点については他の教科でどのように取

り扱われているかについて調査してく必要が

ある．球技等の集団的運動種目は，卒業後の余

暇利用や生涯スポーツへのつながりを意識し，

指導内容を選定していくとともに，低年齢段階

からの一貫して継続的な取り組みを行ってい

くことや，投動作の指導方法に関しての実践的

研究を積み重ねていきたい． 
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